突然のメール失礼致します。
現在、下記の4つの健診機関から健診結果が返却された際はシステムの健診ファイル入力機能で該当の健診機関を選択し、読込をされているかと思います。
次年度から頭書の第4期特定健診対応により該当のファイルの仕様が変わるのではと想像しているのですが、上記の4つの健診機関に新しいファイルの仕様書を頂けないかご確認をお願い致します。

ちょこっとした変更であれば今回は無償で対応をさせて頂ければと思いますが、ファイルのフォーマットががらっと変更となる場合につきましては、新規と同様になりますので有償とさせて頂ければと考えております。

これまでは5年ごとに法改正がされておりますので、
現状は5年ごととご認識頂ければと思います。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000161103.html#kanrenshiryo

第１期（2008年度～2012年度）
第２期（2013年度～2017年度）
第３期（2018年度～2023年度）
第４期（2024年度～2029年度）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊：

先日、ご連絡をいただいておりました件、健診機関を変更するなど弊社都合で変換ツールの見直しが必要となり有償となった場合は、仕方ないですが、法改正の都度、変換ツールの費用が発生するのは納得がいきません。
また、約５年ごとに改正がわかっているのであれば、最初の段階で費用として盛り込んでいただければと思いますが、そのあたりは如何でしょうか。


